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＜事前予防活動＞ 

 

 

 

 

 

活動組織・団体：（独）水資源機構 阿木川ダム管理所 

 

 

【概要】 
阿木川ダムでは、恵那市の洪水ハザードマップ公表（平成 18 年 5 月）にあわせ、一

昨年より阿木川の流下能力について検討を行ってきた。その結果、計画を越える異常洪

水が発生した場合、現行の規定通りの異常時対応操作を行うと一部で床上浸水を含む被

害が生じる可能性が明らかとなったことから、異常洪水時における被害を軽減するため

に新たな非常時操作方法について検討を行った。 

阿木川ダム 

異常洪水時における浸水被害軽減のための 

非常時操作方法検討 
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阿木川ダム下流には恵那市の中心街が位置し、多くの人が集う河川公園

もある。初夏から鮎釣りも盛んに行われていることから、高水管理に際し

ては常に下流域の状況を確認しつつ、必要によって細則に定められている

警報や巡視とは別に注意を促す音声放送および河川巡視を行っている。こ

うした下流の状況も踏まえて、阿木川ダムでは、恵那市の洪水ハザードマ

ップ公表にあわせ、一昨年より当該阿木川の流下能力について検討を行っ

た結果、計画を越える異常洪水が発生した場合、現行の規定通り（一定量

120m3/s 放流～ただし書き放流）での異常時対応操作を行うと、一部で床上

浸水を含む被害が生じる可能性が明らかとなった。 
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 異常洪水時における被害を軽減するための新たな非常時操作方

法を検討した。 

① 下流浸水被害発生流量の設定 

阿木川下流の県水防基準観測所（大門水位観測局）での水位

・流量と浸水被害を検討し、流量規模～浸水面積～浸水戸数の

関係を整理し、浸水被害発生流量を設定した。（図―１、図―２

参照） 

② 非常時操作方法の検討 

大門水位観測所の流量の規模に応じて、下流の浸水被害が発

生する危険地点での被害を段階的に回避する段階的移行操作

方法を検討した。（図―３参照。） 

公園浸水回避操作→床下浸水回避操作→床上浸水回避操作 

〔大門地点210 /s以下〕 〔大門地点610 /s以下〕 〔大門地点690 /s以下〕 

③ 非常時操作開始判断検討 

既往上位3洪水を基に検討を行い、以下のように非常時操作

の判断基準を設定した。 

・ダム流域平均雨量：累計雨量が90mmに達し、さらに今後12

時間予測雨量が160mmを超えると予測される時 

・ダム流入量：計画規模流入量850 /sを超えることが予測さ

れる時 

・ダム下流の危険地点水位：従来の操作により、大被害発生水

位を超えると予測される時 

創意・工夫した事項(１) 
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④リアルタイムの情報伝達方法を検討。 

非常時操作は通常のただし書き操作より、情報伝達を速やか

に、かつ的確に実施することが重要であることを考慮し、新た

な報告様式を作成した。（表―１参照。） 

創意・工夫した事項(２) 
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図－1 阿木川ダムと下流模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 大門水位観測所水位・流量と浸水被害相関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 非常時操作方法（段階的移行操作） 

 

 

 

 

危険地点 
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表－１ 毎正時報告様式 
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■新たな非常時操作の効果

◇従来操作
（異常洪水操作）
・床下浸水家屋３４世帯
・床上浸水家屋 ８世帯

◇従来操作
（異常洪水操作）
・床下浸水家屋３４世帯
・床上浸水家屋 ８世帯

◇非常時操作
（段階的移行操作）
・床下浸水家屋 ０世帯
・床上浸水家屋 ０世帯

◇非常時操作
（段階的移行操作）
・床下浸水家屋 ０世帯
・床上浸水家屋 ０世帯

 
 

図－４ 従来のただし書き操作と新たな非常時操作の効果（管理演習結果より） 

 

管理演習で想定した１山洪水の場合は、洪水後半に流入予測が

大きく異なった場合でも、段階的操作方法を実施することで、従

来の操作方法に比べて被害を拡大することなく、計画洪水流量

(850  /s)のおよそ 1.5 倍程度のピーク流入量に対しても下流の床

上、床下浸水を回避できることが確認された。 

〔平成１９年度洪水対応演習結果より〕 

創意・工夫により得られた効果 
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① 操作方法について１９年度洪水対応演習での課題を整理し、さ

らに精度を上げる検討を進める。 

② 異常洪水の場合は、１ダムだけで考える問題でなく、流域全体

での連携が重要であり、木曽川本川洪水調節との整合を図るた

め河川管理者との合意形成を進める。 

③ 操作ル－ル化に向けてはさらに多くの洪水パタ－ンを想定して

詳細な検討し、下流被害軽減操作ル－ルの規定化を進める。 

④ 関係機関との情報連絡体制の構築を図るため、夜間休日の伝達

手法の確立及び首長等の緊急時連絡網の整備を行い、関係機関

を含めての訓練を行う。 

今後の展開 


